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学校水泳がカバーすべき社会的役割

Bathing 
Aquatic Sports 
Water-Front Sports 
　　　　　↓ 

水辺環境に溶け込み楽しむ

Recreation

競泳　飛込み　水球 
アーティスティックスイミング 

フィンスイミング 
オープンウォータースイミング 
その他各種水辺競技スポーツ

Competition

自己保全 
適応能力 
作業能力 

Practical Utility

教養

危機回避たくましさ

生命力

安全

サバイバル
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学校水泳の持つ2つの役割
教科「体育」の内容としての水泳 
運動種目のひとつ 
水泳の特性に触れ，適応力を身につける 
運動の行い方，楽しさ，おもしろさを知る 
豊かなスポーツライフの実現につなげる 

安全教育の内容としての水泳 
自己保全能力の獲得（危機回避・安全確保） 
安全な社会生活に欠かせない人としての基本
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水泳プールでの溺死は多いのか？

令和５年における水難の概況等（警察庁生活安全局生活安全企画課）より作図

5

安全な水泳授業

授業中のリスク管理 
•危険な経験をさせない 
•事故を起こさない

学習効果の確保

組織　：一般的（抽象的）注意義務 
指導者：安全確保（具体的）注意義務 
学習者：水泳の心得の遵守
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事故事例1
・平成24年7月30日午後1時45分頃 

・教員3人の「夏休みの水泳指導」中の事故 

・小学校1年生女児（身長113.5cm，体重21.7kg） 

・68名（1,2,3年生混在）の自由遊泳中、うつ伏せで浮かんで
いるところを教員により発見される。 

・CPRとAEDを施すも、喉が吐物で詰まり、除細動も不要と解
析。胸骨圧迫を続けて救急隊に引き継ぐ。 

・救急病院でECMO（補助肺）適用も翌日死亡。
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活動中のリスク 水深
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プール長軸方向断面図（縦横正比）

プール長軸方向断面図（水平方向 50％圧縮）

プール西端側壁面図 プール東端側壁面図

1.00m 1.10m1.05m 1.15m(1.125m) 1.20m 1.10m水深→

水平位置→ (12.5m)

※平成 14 年 8 月プール改修工事設計図に基づく。排水口付近の漏斗状の部分的凹み（最大水深 1.3m の部分）はこの図に含めていない。
※WL（設計水面）下 -0.2m は事故当時、-0.4m は通常使用時のおおよその水面高を想定。再現実験時は -0.17m。

2014.03.12 a.matsui

1.1m

西端側 東端側5mライン 5mラインセンターライン
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事故事例2
・令和6年7月5日午後1時45分頃 

・小学校4年生児童（身長113.8cm）の水泳授業中の事故 

・プール濾過装置の故障により中学校プール（水深120-140cm)
で実施 

・活動中，水底に沈んでいる児童を近くにいた児童が発見，プール
サイドに上げ，教員を呼ぶ。 

・CPRとAEDを施す。除細動は不要と解析。胸骨圧迫を続けて救
急隊に引き継ぐ。 

・救急隊により心拍は一時回復するも当日夜死亡。
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活動中のリスク 水深
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プール長辺方向断面図（縦横正比）

プール長辺方向断面図（水平方向 50％圧縮）

プール最浅部 プール最深部

1.20m 1.36m1.28m 1.36m1.40m 1.28m 1.20m水深→

水平位置→ (12.5m)

高知市立南海中学校プール改築工事設計図に基づく
WL（設計水面）下 -0.22m は 6月 5日水深調査時の水位
WL -0.0675m は事故当日の水位

1.2m

側段 0.6m

1.33m

高知県 9歳男子平均

1.4m

凰汰さん

プール水深と児童身長との関係図
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学習環境におけるリスク要因
気象条件 
気温・水温・日射・風雨・落雷等 

水深 
水深の分布・小プールの有無・プールフロアの
有無 

水質 
濾過装置・消毒装置・新規補給水
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• 幼児用 0.3～0.8m 
• 小学校 0.8～1.1m 
• 中学校 0.8～1.4m 
• 高・大 1.3～1.8m 

プールの設計水深

水泳プールの建設と管理の手びき（1966文部省）

水泳学習に適切な水深とは
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○ 低学年用小プールの設置・活用 
○ プール内の場所と水深の関係付け 
○ 水深の変わらない移動方向の活用 
○ プールフロアの導入・活用 
× 水を抜いて水面を下げる

適切な水深の提供
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• オーバーフローにより水面の浮遊物を溢水ととも
に排出し除去する 

• 新規水を補給し続けることによりろ過装置では十
分に浄化されずにプール水に蓄積する溶解物質を
希釈する

プールは基本的に満水で運用 
→ 従って水位は管理項目に挙げられていない

良好な水質を維持
新規水と循環水の割合に注意（厚労省） 
5～10%/day（学校保健会） 
10～20%/day（愛知県）
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• プールフロアの導入・活用 
• プール底の傾斜を考慮し，一定の水深エリアに
限定した学習活動を行う

適切な水深のためには

プールを短辺方向に使う（水深が一定）
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学習方法におけるリスク要因

指導形態 
一斉指導 

グループ別指導（同質・課題別・能力別） 

指導者数 
指導者あたりの学習者数 

監視専任の有無 

泳ぎの方向 
長辺方向・短辺方向・レーンロープの有無・コーナーの活用

ペア学習 
バディシステム｝
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学習内容におけるリスク要因

学習課題の設定 
課題に取り組むことの目的・ねらいの明確化 

系統性 

適時性 

妥当性

17

泳ぎの技術要素と指導の順序性・系統性 
松井(2014)

溺れない 泳ぐ安全確保につながる
学校プールは立てるので，溺れない能力が身についていなくても泳ぎに向かってしまう
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我が国の学校水泳の特徴

立つことのできる水深での学習 
+ 安全性の確保　←　溺れるリスクの軽減 
- 足をつかないでいられる能力の未習熟　←　泳げない？ 
泳法獲得の偏重 
+ 競泳能力の獲得 
- 水泳の基本の未習熟 

授業担当教員が指導と安全管理を兼任する 
・ 技術指導より安全確保が優先　しかしどちらも大事 
・ 水泳指導の専門性 
・ より安全性を確保するためには指導者のほかに監視専任を要する

日本の学校水泳はガラパゴスか？
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プール授業の安全管理

授業：授業担当教員が安全確保注意義務
を担保しつつ学習指導を展開する

バディ・システムを活用し，学習者同士が監視
し合う 
監視員を配置（空き教員,PTA,アルバイト） 
自治体によっては陸上監視1名配備を義務化

教員の多忙化に拍車の恐れも
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水泳授業における「バディ」の重要性

✓人員点呼を素早く行う 

✓お互いの安全や健康状態を観察し合う 

✓お互いの運動の様子を観察し，その成果を確かめ合っ
たり欠点を修正しあったりして学習効果を高める 

✓助け合ったり励ましあったりして人間関係を深める

学習者同士
が監視者
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水泳授業の落とし穴
•教員が指導と安全管理を兼ねる 

➡学習者が立つことのできる水深での指導 

○ 安心して学習に取り組める 

× 足をつかずにいられる努力を怠りやすい 

× 本当は泳げないということを知らない
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水泳授業の落とし穴
水泳の基礎（呼吸法・浮き沈み・姿勢制御）スキル学習が
不十分なまま泳法学習にすすみがち 

‣遊んでばかりで泳がせない教師が責められる 

‣息継ぎが不十分なまま泳いで移動することを要求する 

‣全力で頑張ることを強調し，リラックスが不十分 

× 伏せ面ばた足　× 伏せ面クロール
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水泳授業の落とし穴

安心・安全な学習として楽しく実施できているか 

○ おもしろい・心地よい・楽しい・うれしい 

× つまらない・危ない・嫌な・つらい
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水泳授業の落とし穴
安全管理は学習内容 

(教科の目標)　その特性に応じた各種の運動の行い方及
び身近な生活における健康・安全について理解するとと
もに，基本的な動きや技能を身に付けるようにする。 

(水泳系の内容)　安全に行うための心得については，必
ず取り上げること 

→ 水泳の心得，バディシステムの理解
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‣学校水泳経験者であっても，水場のリスク
や自身の身の程（水泳能力）に関する理解
が十分でない 

‣自身の能力と水場の状況を見比べての判断
が困難

水泳授業の落とし穴
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水泳指導に 

Water Safety 

Water Competency 

の概念を
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水泳初級者に対する課題 
（Stallman, 2008）

1. 深い水深へのエントリー（立ち飛び込み、または逆飛込み） 
2. 入水後、浮上し、水面に横たわり、泳ぎ出す。 
3. 水面から潜り込み、ゆったりとした潜水泳ぎをする。 
4. 少なくとも2つの泳法で泳げる。ひとつはうつ伏せ泳ぎで、もうひとつはあお
向け泳ぎで。 

5. 泳ぎ方に合わせた楽な呼吸ができる。 
6. 水中で姿勢を変えることができる。（例えば仰向けからうつ伏せへの回転、
その逆も） 

7. 進行方向の変更（右ターン・左ターン、それぞれうつ伏せと仰向けで） 
8. 浮いて待つ(最低限の動きで水面休止する。思春期前の子どもや女性など浮き
やすい人は手足の動きは不要) 

9.　安全かつ容易に離水 
10. 以上を着衣状態・オープンウォーターで実施

これらができればひとまず安心　溺れない
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小学校第1，第2学年
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小学校第1，第2学年
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小学校第3，第4学年
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小学校第3，第4学年
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小学校第3，第4学年
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小学校第3，第4学年
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小学校第5，第6学年
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泳ぎの技術要素と指導の順序性・系統性 
松井(2014)

安全確保につながる運動の要素は泳ぎの基礎の中ですでに例示されている
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まとめ 
指導者側の安全で効果的な水泳指導に関する理解
と実践力が必要 

指導者の水泳指導に関する資質向上を促す施作が
必要 

→ 教員の資質向上 

→専門性のある指導者の活用  専科教員 
 外部指導者

 教員養成課程 
 教員研修
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連絡先　　matsui@naruto-u.ac.jp 

　松井研究室WebPage 
　　　http://spbio.naruto-u.ac.jp/ 

　学校水泳研究会WebPage 
　　　　http://www.naruto-u.ac.jp/~matsui/sss/ssstop.html
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